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) ・ 

文

化

庁

に

行

く

た

び

に

思

ふ

こ

と

は

、

の

文

化

を

司

る

役

所

が

、

な

ぜ

文

部

省

に

間

借

り

の

格

好

で

ゐ

る

の

だ

ろ

う

、

と

い

ふ

こ

と

で

す

。

文

部

省

は

事

実

上

教

育

省

だ

と

す

れ

ば

、

「

文

化

」

が

「

教

育

」

よ

り

狭

い

範

囲

の

も

の

し

か

指

さ

な

い

と

い

ふ

の

は

お

か

し

い

の

で

は

な

い

で

せ

う

か

。

む

ろ

ん

、

国

家

が

教

育

に

関

与

す

る

や

う

に

文

化

一

般

に

か

か

は

る

べ

き

か

、

今

で

も

国

家

が

教

育

を

支

配

し

す

ぎ

る

傾

き

が

あ

る

の

に

、

文

化

も

そ

の

程

度

に

国

家

に

よ

っ

て

把

握

さ

れ

る

べ

き

か

は

問

題

で

あ

り

、

官

制

の

沿

革

そ

の

他

の

事

情

で

、

理

窟

は

な

か

な

か

通

ら

な

い

で

せ

う

が

、

素

人

な

り

に

言

葉

の

意

味

か

ら

推

し

て

行

け

ば

、

「

文

化

」

は

あ

き

ら

か

に

「

教

育

」

を

抱

括

す

る

概

念

で

す

。

手

近

か

の

「

大

言

海

」

を

ひ

く

と

「

文

化

」

に

カ

ル

チ

ュ

ア

の

訳

語

と

し

て

、

「

人

間

が

自

然

を

征

服

支

配

し

て

、

本

来

、

具

有

す

る

究

こ

極

の

理

想

を

実

現

完

成

せ

む

と

す

る

過

程

の

総

称

。

か

か

る

過

程

の

産

物

は

、

学

問

、

芸

術

、

道

徳

、

宗

教

、

法

律

、

経

済

な

ど

是

れ

な

り

。

」

と

あ

り

ま

す

。

教

育

は

こ

こ

に

あ

げ

て

あ

り

ま

せ

ん

が

、

当

然

入

れ

て

い

い

わ

け

で

す

。

と

す

れ

ば

、

教

育

は

明

か

に

文

化

の

一

部

で

あ

り

、

人

間

の

社

会

生

活

の

上

で

必

要

と

し

て

つ

く

り

だ

さ

れ

た

も

の

は

す

べ

て

文

化

役

所

の

管

轄

を

き

め

る

の

に

困

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、

元

来

文

化

は

、

こ

の

や

う

な

散

文

的

、

日

常

的

な

も

の

を

含

む

と

い

ふ

こ

と

を

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

の

で

す

。

教

育

も

文

化

だ

し

、

食

事

も

文

化

で

す

。

朝

お

き

て

か

ら

夜

ね

る

ま

で

、

あ

わ

て

ず

、

争

は

ず

、

一

日

の

生

活

を

む

ら

な

く

す

ご

し

て

行

け

る

な

ら

、

僕

ら

は

最

上

の

文

化

を

身

こ

れ

で

は

逆

に

ひ

ろ

く

な

り

す

ぎ

て

、

と

い

ふ

べ

き

で

せ

う

。

日

本

芸

術

院

会

員

）

（

文

芸

評

論

家

文

化

の

意

味

中

村

光

夫

お

に

つ

け

た

こ

と

に

な

る

わ

け

で

せ

う

。

文

化

は

「

自

然

物

」

で

な

い

限

り

、

そ

の

保

持

に

意

思

と

忍

耐

を

必

要

と

し

ま

す

。

す

な

は

ち

、

祭

り

の

反

対

の

も

の

で

す

。

敗

戦

後

「

文

化

の

日

」

と

い

ふ

祭

日

が

で

き

る

ま

で

の

い

き

さ

つ

を

き

い

た

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

戦

前

の

明

治

節

を

何

か

の

形

で

の

こ

さ

う

と

す

る

日

本

側

が

最

初

こ

れ

を

憲

法

記

念

日

と

し

よ

う

と

し

た

の

に

た

い

し

て

、

占

領

軍

当

局

は

明

治

天

皇

の

記

憶

と

、

憲

法

の

記

念

日

を

重

ね

あ

は

す

の

は

好

ま

し

く

な

い

と

反

対

し

て

譲

ら

ず

、

妥

協

案

と

し

て

、

こ

れ

を

「

文

化

の

日

」

と

す

る

こ

と

に

決

っ

た

と

い

ふ

の

で

す

。

「

文

化

国

家

」

な

ど

と

い

ふ

の

が

相

言

葉

の

や

う

に

つ

か

は

れ

て

ゐ

た

時

代

で

す

か

ら

、

「

文

化

」

と

い

は

れ

て

し

ま

へ

ば

、

誰

も

文

句

が

言

へ

な

か

っ

た

し

、

毒

に

も

薬

に

も

な

ら

な

く

て

、

ど

こ

に

も

使

へ

る

便

利

な

言

葉

で

あ

っ

た

の

で

せ

う

。

文

化

庁

の

「

文

化

」

は

こ

の

「

文

化

」

と

は

違

ひ

ま

す

が

、

少

し

美

術

や

演

劇

な

ど

の

芸

術

に

偏

り

す

ぎ

て

ゐ

る

や

う

で

す

。

芸

術

と

文

化

を

同

義

語

に

す

る

と

芸

術

以

外

の

も

の

は

非

文

化

と

い

ふ

こ

と

に

な

り

、

本

当

の

文

化

が

杜

会

に

根

を

張

れ

ぬ

こ

と

に

な

り

ま

す

。

中

村

光

夫

氏

の

近

況

文

芸

評

論

家

中

村

光

夫

氏

と

い

え

ば

、

あ

の

格

調

高

い

「

で

す

調

」

の

文

章

を

思

い

出

す

。

「

二

葉

亭

四

迷

論

」

が

あ

る

が

、

最

近

「

二

葉

亭

四

迷

伝

」

（

講

談

社

文

庫

五

十

一

年

九

月

）

を

出

さ

れ

た

。

「

風

俗

小

説

論

」

な

ど

文

芸

評

論

で

名

が

高

い

。

小

説

（

「

或

る

愛

」

（

新

潮

社

）

）

、

翻

訳

、

戯

曲

と

氏

の

範

囲

は

広

い

。

明

治

大

学

文

学

部

教

授

と

し

て

、

週

一

日

は

、

鎌

倉

の

自

宅

か

ら

神

田

駿

河

台

ま

で

フ

ラ

ン

ス

文

学

と

日

本

文

学

の

講

義

に

お

出

か

け

に

な

る

。

昭

和

四

十

五

年

七

月

一

日

以

来

、

国

語

審

議

会

委

員

。

日

本

芸

術

院

会

員

。

日

本

文

芸

家

協

会

理

事

。

日

本

ペ

ン

ク

ラ

ブ

理

事

。

目

下

、

氏

は

、

来

年

上

梓

を

予

定

さ

れ

て

い

る

戯

曲

「

雲

を

耕

す

男

」

（

集

英

社

）

の

仕

上

げ

で

お

忙

し

い

。

．こ

の

戯

曲

は

、

一

八

六

0年
代

、

パ

リ

万

国

博

へ

江

戸

幕

府

の

使

節

と

し

て

派

遣

さ

れ

た

栗

本

鋤

雲

(

-

八

ニ

ニ

ー

一

八

九

七

）

を

主

人

公

と

し

て

、

そ

の

苦

し

み

や

悩

み

、

西

洋

へ

の

憧

れ

、

フ

ラ

ン

ス

と

結

ぼ

う

と

す

る

幕

府

の

方

針

へ

の

疑

い

な

ど

若

き

下

級

武

士

の

姿

を

通

し

て

、

幕

末

を

描

く

と

い

う

。

中

村

光

夫

氏

は

明

治

四

十

四

年

、

東

京

生

。

本

名

木

庭

一

郎

。

御

長

男

で

あ

る

。

理

論

物

理

学

者

で

昭

和

四

十

八

年

、

デ

ン

マ

ー

ク

で

客

死

さ

れ

た

木

庭

二

郎

教

授

（

京

大

基

礎

物

理

学

研

究

所

・

ニ

ー

ル

ス

・

ポ

ー

ア

物

理

学

研

究

所

）

、

東

京

農

工

大

教

授

（

物

理

学

）

木

庭

三

郎

教

授

は

い

ず

れ

も

御

令

弟

、

学

者

一

族

で

あ

る

。

（

写

真

は

講

談

社

提

供

）
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0
本
年
の
文
化
勲
章
に
井
上
靖
さ
ん
が
選
ば
れ

た
。
「
猟
銃
」
「
闘
牛
」
「
比
良
の
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
」
「
あ
る
偽
作
家
の
生
涯
」
「
通
夜
の
客
」
と

氏
の
初
期
の
作
品
を
愛
読
し
た
一
人
と
し
て
、

氏
の
受
賞
を
喜
ん
で
い
る
。

0
本
誌
は
、
ど
う
し
て
も
、
発
行
が
遅
れ
て
し

ま
う
。
文
化
行
政
長
期
懇
の
こ
と
が
、
十
一
月

三
日
の
各
紙
に
の
っ
た
が
、
種
々
の
都
合
で
五

十
二
年
一
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
記
事
の
遅
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
月
は

じ
め
に
、
そ
の
月
の
号
を
出
す
よ
う
に
努
め
る

つ
も
り
だ
。

0
文
化
庁
月
報
の
今
後
の
方
針
と
し
て
、
文
化

論
や
文
化
関
係
の
統
計
資
料
、
各
国
の
文
化
行

政
、
文
化
事
情
紹
介
等
の
欄
を
充
実
し
て
い
き

た
い
。
幸
い
、
十
二
月
号
か
ら
四
頁
増
（
う
ち

一
頁
は
広
告
）
で
あ
る
。
少
し
ず
つ
、
内
容
を

改
善
し
、
部
厚
く
し
て
い
く
。

各
界
の
方
々
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い

る

。

（

大

家

）

................................................................................... 

~
広
告
の
問
合
せ
・
申
込
み
先

i

株

式

会

社

ぎ

ょ

う

せ

い

営

業

課

i

~
電
話

(
0三
）
二
六
八
ー
ニ
―
四
一

十
二
月
号

『
文
化
庁
月
報
』

（
通
巻
第
九
十
九
号
）

昭
和
5
1年
1
2月
2
5日
印
刷
•
発
行

編

集

文

化

庁

〒
血
東
京
都
干
代
田
区
霞
が
関
3
丁
目

2
番

2
号

発
行
所
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い

本
社
東
京
都
中
央
区
銀
座

7
丁
目
4
番

12号

営
業
所
〒
血
東
京
都
新
宿
区
西
五
軒
町

52
番
地

電
話
(

0

三
）
二
六
八
ー
ニ
ー
四
一
（
代
表
）

振
替
口
座
・
東
京
九
ー
一
六
一
番

印
刷
所
（
株
）
行
政
学
会
印
刷
所

-.................................................................. .
 

定
価
・
一
五

0
円
（
送
料
二
九
円
）

年
間
購
読
料
一
、
八

0
0円

編

集

後

記
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